昭和期｢自由主義｣論争主要文献(1930－1942年)
松 田 義 男 編

2024.4.5改訂

昭和期｢自由主義｣論争(1930年～1942年)の主要文献および同時期の自由主義関連文献を採録した。編者未見のものについては＊を付した。
1930(昭和5年)

中谷武世｢自由主義の超克｣『祖国』3-1、1月1日

河合栄治郎｢大学の自由とは何か｣『中央公論』45-11、11月1日(『全集』第15巻)

杉森孝次郎｢｢自由主義｣没落の倫理｣『倫理研究』11､12、12月1日、1931年2月1日[『社会倫理学概説』(三省堂、1932年)収録] 
1931(昭和6年)

佐々弘雄｢論壇時評｣『中央公論』46-4、4月1日

森戸辰男｢『大学の顛落』と『大学の自由』｣『批判』2-4、6、4月1日、6月1日

大森義太郎｢保守主義と自由主義との限界」『経済往来』6-8、8月1日
1932(昭和7年)

中島重｢社会的基督教と自由主義の価値｣『社会的基督教』1-4、8月15日

1933(昭和8年)

ラムゼー・ミユーア｢自由主義亡びるか｣『社会及国家』203、2月1日 [Ramsay muir,”The prospect for British liberalism”,Foreign affairs,Vo.2 No.2,1934 Jan.の翻訳] 

青野季吉｢当面の自由主義｣[｢学苑 思想｣]『九州日報』3月27日
新居格｢自由主義に就いて｣[｢学苑 思想｣]『九州日報』3月28日

杉山平助｢リベラリスムの抬頭－文芸時評－｣『文芸春秋』11-4、4月1日

高木信雄｢リベラリスト入国記｣『中央公論』48-4、4月1日 

中島重｢法と道徳の分化と自由主義｣『法学志林』35-4､6､7、4月1日、6月1日、7月1日

馬場恒吾｢自由主義者の国際観念｣[｢日曜時評｣]『読売新聞[夕刊]』4月3日[『政界人物評論』収録] 

長谷川如是閑｢自由主義は何処へ行つた｣『都新聞』4月9～11日 

山川均｢リベラリズムへの思慕｣[｢論壇時評｣]『読売新聞』4月13日 

木下尚江｢自由主義者・島田三郎｣『中央公論』48-5、5月１日

柳沢健｢世界を貫くもの　民主思想の終焉…リベラリズムの没落｣『読売新聞』5月10日

馬場恒吾｢自由主義者に対する嘲笑｣『読売新聞[夕刊]』5月15日

土田杏村｢何が今擁護せらるべきか｣『読売新聞』5月27､31日[『紫野雑記』収録] 

河合栄治郎｢滝川事件と大学自由の問題｣『帝国大学新聞』482、5月29日[『全集』第11巻収録] 

鈴木茂三郎｢白髪染めで染めたブルジョア自由主義｣『読売新聞』5月31日

特集｢自由主義に就ての考察｣『新潮』30-6、6月1日[土田杏村｢自由主義の再検討｣(『紫野雑記』収録)、 清沢洌｢自由主義の立場｣(『激動期に生く』収録)、青野季吉｢自由主義文学論｣] 

新渡戸稲造｢自由主義に就て｣『新自由主義』6-6、6月1日

山川均｢論壇梅雨期 自由主義の微光｣『東京朝日新聞』6月4日

井汲清治｢自由主義的批評を｣『読売新聞』6月6日

佐々弘雄｢自由主義とフアッショ｣『東京朝日新聞』6月8～10日 

山川猛夫｢自由か教権か　生殺しのリベラリズム｣『読売新聞』6月8～11､13日

篠田太郎｢リベラリズム 今日の意義｣『九州日報』6月16､18日

大宅壮一｢新自由主義の批判｣『報知新聞』6月16～20日

大森義太郎｢政治的自由と自由主義者｣[｢論壇時評｣]『読売新聞』6月30日 

向坂逸朗｢現代自由主義論｣『中央公論』48-7、7月1日

戸坂潤｢自由主義の悲劇面｣『文芸春秋』11-7、7月1日 

蝋山政道｢危機の支配と自由の問題｣[京大事件の真相と批判]『改造』15－7、7月1日

戸坂潤｢近世的自由概念の発展｣『社会事業研究』21-7、7月1日

馬場恒吾｢自由主義をめぐる論争｣『読売新聞[夕刊]』7月3日[『国民政治読本』(中央公論社、1936年)収録] 

丸山幹治「京大問題を機として自由主義は甦へる」『京都帝国大学新聞』185、7月5日

倉田百三｢自由主義者に訴ふ　反フアシズム的運動を排す｣『東京朝日新聞』7月5～8日 

三木清｢自由主義者の立場－倉田氏の所論を読みて－｣『東京朝日新聞』7月13～15日[『全集』第13巻] 

越川弥栄｢自由主義教育の行方｣『教育時論』1731、7月15日

小野花城｢教育に於ける自由の問題｣『教育時論』1731、7月15日 

田制佐重｢自由主義は何処へ行く｣『教育時論』1732、7月25日

清沢洌｢マルキスト連の呪文－自由主義批判の批判｣『新潮』30-8、8月1日[『激動期に生く』収録] 

土田杏村｢転向問題・自由主義・戦争論｣『経済往来』8-8、>8月1日[『明日に呼びかける』収録] 

帆足理一郎｢大学の自治と自由に就いて｣『丁酉倫理会倫理講演集』370、8月1日

茂木惣兵衛｢自由主義より集団主義への動向｣[1933年6月20日丁酉倫理会講演]『丁酉倫理会倫理講演集』370、8月1日

吉田熊次｢自由と自制｣『丁酉倫理会倫理講演集』370、8月1日 

日本の自由主義[｢巻頭言｣]『政界往来』4-8、8月1日

大宅壮一｢自由主義者の弁　清沢氏の所論を読む｣[｢八月の論壇｣]『東京朝日新聞』8月1日

長谷川如是閑｢自由主義及び自由主義教育｣[談]『教育時論』1733、8月5日

島影盟｢宗教と自由主義｣『中外日報』8月22～24日

自由主義検討座談会『文芸春秋』11-9、9月1日[出席者：清沢洌、芦田均、麻生久、長谷川如是閑、石浜知行、倉田百三、三木清、佐々弘雄] 

宮沢俊義｢民主制より独裁制へ｣『中央公論』48-9、9月1日 

特集｢自由主義は何処へ往く｣『政界往来』4-9、9月1日 [津村秀松｢一学究の立場から｣、石井満｢婦人参政の観点から｣、千葉亀雄｢自由主義は歩む｣、藤川進一郎｢自由主義の行方｣、坂口二郎｢自由主義よサヨナラ｣、井澤弘｢試練に遇へる自由主義｣ ] 

鹿地亘｢文学に於ける自由に就て｣『都新聞』9月1～3日

恒藤恭｢自由の価値｣[｢論壇時評｣]『読売新聞』9月2日

深谷進｢現代『自由主義』への歪曲－向坂逸郎氏の見解に対する批判－｣『何を読むべきか』2-9、9月5日

杉森孝次郎｢自由主義の現在、歴史、及び将来｣『世界の今明日』平凡社、9月25日

馬場恒吾｢自由主義検討　経済理論とその効果｣『東京朝日新聞』9月29日

馬場恒吾｢Our liberals look ahead｣『Contemporary Japan』2-2、9月[『国際評論』広告では、日本語表題｢自由主義亡びず｣、8月20日発売] 

河合栄治郎｢自由主義の再検討｣『改造』15-10、10月1日[『全集』第11巻] 

  中島重｢プロテスタンチズムと自由主義の過去の功績並に将来の展望｣『社会的基督教』2-10、10月1日

向坂逸朗｢自由主義の煩悶｣『中央公論』48-11、11月1日

蝋山政道｢自由主義の転換と新動向｣[｢最近思潮概論二｣]『新文芸思想講座　第2巻』文芸春秋社、11月1日

長谷川如是閑｢十一月の論壇 (2) 自由主義の煩悶 向坂氏の論文その他｣『東京朝日新聞』11月7日

右近｢ファシズムと自由主義｣[｢時評｣]『満州評論』5-21、11月18日

鶴見祐輔｢非常時と新自由主義｣『新自由主義』6-12、12月1日

平実｢自由主義論｣『公民講座』109、12月1日

藤平武雄｢自由主義と現代の哲学｣『教育学術界』68-3、12月1日
1934(昭和9)年

佐々木惣一｢言論の自由｣『改造』16-1、1月1日

大江精志郎｢自由主義と自律主義｣『理想』45、1月1日

帆足理一郎｢自由主義の主張と人生の意義｣[1933年10月21日丁酉倫理会公開講演]『丁酉倫理会倫理講演集』375、1月1日 

吉田熊次｢大学教育と自由｣『丁酉倫理会倫理講演集』375、1月1日

細川春喜｢わが国自由主義の歴史的特質 河合教授とその弟子との問答批判｣『人物評論』2-1、1月1日

中山耕太郎｢自由主義の論争　その三大主潮について｣『時局新聞』35、1月1日

*新居格｢自由主義の苦悶｣『政経評論』1月 

鈴木安蔵｢現代における自由主義の役割｣『読書』3-1、1月5日[｢わが国における自由主義の過去・現在・未来｣と改題『日本憲法学の生誕と発展』(叢文閣、1934年)収録]
渡辺政盛｢自由主義教育と統制主義教育｣『帝国教育』641、1月15日

馬場恒吾｢議会の指導原理 真の国家統制は自由主義の上に｣[｢日曜時評｣]『読売新聞[夕刊]』1月22日[『国民政治読本』収録]

S.O.S｢混沌の再生産 河合教授の自由主義論｣[｢大波小波｣]『都新聞』2月1日

河合栄治郎｢混沌たる思想界｣『中央公論』49-2、2月1日[『全集』第19巻、 ｢マルキシズム・ファツシズム・リベラリズムの鼎立｣と改題『フアシズム批判』『全集』第11巻収録] 

永田広志｢現代自由主義の批判｣『読書』3-2、2月1日

河合栄治郎「議会主義か独裁主義か」『経済往来』9-3、3月1日[｢議会主義と独裁主義との対立｣と改題『フアシズム批判』『全集』第11巻収録] 

室伏高信｢時代感覚の欠乏－自由主義の蒸しかへし｣[｢論壇時評｣]『読売新聞』3月4日 

河合栄治郎｢議会主義か独裁主義か｣『文明協会ニュース』3月10日

鈴木安蔵｢自由主義の死滅｣『中央公論』49-4、4月1日[『日本憲法学の生誕と発展』(叢文閣、1934年)収録]
戸坂潤「現代自由主義の背後にあるもの」『政界往来』5-4、4月1日

本荘可宗｢民主・自由の歴史的限界性｣『政界往来』5-4、4月1日

矢部貞治｢社会改造に於ける自由主義と独裁主義｣『理想』47、4月1日[『社会改造の諸学説』(理想社、1934年)収録]

森川龍夫｢我々は自由主義を必要とするか｣『政治経済時論』9-4、4月1日

蝋山政道｢自由主義｣『現代の社会思想』高陽書院、5月31日

*北厳二郎｢自由主義論争によせて｣『読書』3-6、6月1日

林癸未夫｢自由主義者の占拠｣[｢六月の論壇｣]『東京朝日新聞』6月2日

杉森孝次郎｢自由主義か領土政策か｣[｢社会時評｣]『東洋経済新報』1602、6月2日

猪谷善一｢自由経済より統制経済へ｣『政界往来』5-7、7月1日

高木友三郎｢統制経済か自由経済か｣『政界往来』5-7、7月1日

三宅雪嶺｢自制的自由の拡大｣『我観』128、7月5日

｢自由主義を語る(座談会)『読書』3-7、7月5日[出席者：戸坂潤、深谷進、金井繁、河本勝男、阪井徳三]

文学的リベラリズム座談会『行動』2-9、9月1日[出席者：德田秋声、船橋聖一、村山知義、新居格、武田麟太郎、川端康成、豊島与志雄、田辺茂一] 

河合栄治郎｢国家主義の批判｣『改造』16-10、10月1日[『全集』第11巻]

筒井清彦｢国体論の現実的基礎－自由主義の一批判－｣『昭和維新』10、10月1日

河合栄治郎｢現代に於ける自由主義｣『社会政策時報』169、170、10月1日、11月1日[『全集』第11巻] 

特集｢河合教授の『国家主義の批判』の批判｣『国学院雑誌』40-11、11月1日 [河野省三｢無理な批判｣、藤井章｢河合教授の『国家主義の批判』に就いて｣、沢田五郎｢河合栄治郎博士の『国家主義の批判』を駁す｣] 

赤松克麿｢自由主義世界観の克服｣『月刊維新』1-1、11月1日

物騒来｢リップマンの自由主義論｣『国民新聞』11月15～18日

中平亮｢自由主義に就て｣『中外日報』12月19､20､22､23日

1935(昭和10年)

特集｢国民主義・国際主義・自由主義｣『丁酉倫理会倫理講演集』387、1月1日[近藤兵庫｢自由主義と国家主義との境界｣、三宅雄二郎｢自由主義の再認識｣、春山作樹｢リベラリストも亦反省すべきものあり｣]

尾高邦雄「自由主義の科学論」『思想』152、1月1日

藤沢親雄｢自由主義を論ず｣『国学院雑誌』41-1、1月1日

井乃香樹｢自由主義の功罪｣『国学院雑誌』41-1、1月1日

森吉義旭｢河合栄治郎教授に答ふ｣『国民新聞』1月17､18､20､21日

馬場恒吾｢自由競争と統制経済｣[｢日曜時評｣]『読売新聞』2月18日[『国民政治読本』収録]

杉山平助｢自由主義教授論｣『改造』17-4、4月1日[『文学的自叙伝』(中央公論社、1936年)収録]

向坂逸郎｢自由主義とファシズム｣『社会評論』1-2、4月1日

黒田覚｢日本の自由主義｣『政界往来』6-4、4月1日
山川均｢現代の自由主義｣[｢四月の論壇｣]『東京朝日新聞』4月2日

原実｢能動精神と自由主義｣『中外商業新報』4月12～14日

阿部知二｢文学の自由｣『時事新報』4月15､16､18日

室伏高信｢自由主義の没落｣[｢一日一題｣]『読売新聞[夕刊]』4月16日

三木清｢自由主義以後｣『読売新聞』4月26～28日[『全集』第13巻収録] 

河田嗣郎｢自由主義の顛落非顛落｣[｢五月の論壇｣]『東京朝日新聞』4月27日

長谷川如是閑｢自由主義以後｣『読売新聞』4月30日～5月3日

特集｢顛落自由主義の検討｣『中央公論』50-5、5月1日 [長谷川如是閑｢歴史的の自由主義と道徳的範疇としての自由｣、中野正剛｢自由主義の全盛｣、杉山平助｢二代目の悲しみ｣、 清沢洌｢封建主義思想の復活｣（『現代日本論』収録）、石浜知行｢自由主義の退却｣、上司小剣｢ちからぬけやま｣]

河合栄治郎｢改革原理としての思想体系｣『中央公論』50-5、5月1日 [｢改革原理としての自由主義｣と改題して『時局と自由主義』収録、『全集』第12巻収録]

大森義太郎｢現代における自由主義の効用と限界｣『改造』17-5、5月1日

向坂逸朗｢知識階級と自由主義｣『文芸春秋』13-5、5月1日 

｢自由主義の危機｣を語るサロン『経済往来』10-5、5月1日[出席者：谷川徹三、阿部知二、村山知義、春山行夫、大宅壮一、室伏高信] 

小尾範治｢統制と自由｣『丁酉倫理会倫理講演集』391、5月1日 

北昤吉｢自由とは何ぞや｣『祖国』7-5、5月1日 

藤沢親雄｢自由主義を論ず｣『社会政策時報』176､177、5月1日、6月1日

赤松克麿｢日本自由主義論｣『国民運動』34～39、5月1日、6月1日、7月1日、8月1日、9月1日、10月1日

石堂毅｢自由主義論｣『中外日報』5月3～5日 

本荘可宗｢自由・社会・国民｣[｢自由主義以後｣]『読売新聞』5月4、5日 

長谷川如是閑｢独裁自由主義｣『読売新聞』5月9日 

戸坂潤｢カトリツクと皇道主義 東大教授田中耕太郎氏に尋ねる｣『読売新聞』5月31日

田中耕太郎｢カトリシズムと国粋主義と自由主義 戸坂氏に答ふ｣『読売新聞』6月1日 

蝋山政道｢生活と自由の問題｣『ダイヤモンド』23-16、6月1日

高橋里美｢自由と存在－特に現実的自由の根本形態｣『改造』17-6、6月1日

菖蒲四郎｢現代自由主義者総評｣『改造』17-6、6月1日 

清沢洌｢自由主義批判の批判｣『経済往来』10-6、6月１日[『現代日本論』収録] 

青野季吉｢文学・自由の原理・自由主義｣『セルパン』52、6月1日 

今中次麿｢政治的自由の狭隘化と知識階級の立場｣『中央公論』50-6、6月1日 

本荘可宗｢自由主義と絶対主義　特に宗教的見地から｣『読売新聞』6月8､9､11～14日 

青野季吉｢新自由主義の条件 三木氏に問ふ｣『読売新聞』6月8日 

三木清｢自由主義の将来性－青野季吉氏に答ふ｣『読売新聞』6月9日[『全集』第15巻] 

河合栄治郎｢自由主義批判を繞る思想界の鳥瞰｣『経済往来』10-7、7月１日[『全集』第12巻] 

戸坂潤｢自由主義哲学と唯物論｣『唯物論研究』33、7月1日

末川博｢自由主義の顛落と法治主義の危機｣『改造』17-7、7月1日 

三宅雪嶺｢世界の自由主義｣『我観』13-8、7月1日 

｢自由主義とその批判｣『講演』295、7月10日[6月11日東京帝国大学経友会主催討論会於東京帝国大学講堂。河合栄次郎｢自由主義批判講演会を開くに当りて｣、藤沢親雄｢自由主義と其批判－国家主義の立場より－｣、清沢洌｢自由主義と其批判－自由主義の立場より－｣(｢何故に自由主義であるか｣と改題して『現代日本論』収録)、戸坂潤｢自由主義と其批判－マルクス主義の立場より－｣] 

向坂逸朗｢ある自由主義者の自己暴露｣『経済往来』10-8、8月１日 

鈴木安蔵｢自由主義の反動面｣同上

大江精志郎｢河合栄治郎氏の批判に答へる｣同上

小尾範治｢自由主義対統制主義抗争の帰趨｣『丁酉倫理会倫理講演集』394、8月1日 

大森義太郎｢新装自由主義の虚妄－河合栄治郎教授の批判に酬ゆ｣『改造』17-8、8月1日 

杉森孝次郎｢自由主義と全体主義｣『中央公論』50-8、8月1日 

大森義太郎｢自由主義論に関する検討－青野季吉君の自由主義－｣『先駆』1-2、8月1日 

｢自由主義論議の『意義』｣『東京朝日新聞』8月6日 

想兵衛｢理論の拳闘化 見当ちがひの自由主義論｣[｢大波小波｣]『都新聞』8月17日 

大森義太郎｢藪睨みの見当 自由主義批評への反駁｣[｢大波小波｣]『都新聞』8月17日
大木雄二｢自由主義の苦悩－文芸時評－｣『国民運動』38 、9月１日 
今中次麿｢保守主義としての自由主義｣『サラリーマン』8-9、9月１日 

向坂逸郎｢自由主義論をめぐりて｣『先駆』1-3、9月1日 

鈴木安蔵｢自由主義の悲劇その他－京洛滞在日記から－｣『社会評論』1-7、9月1日 

室伏高信｢自由と統制｣『大陸日報』9月5日 

関根悦郎｢自由主義論争の総結果｣『社会評論』1-8、10月1日 

座談会｢自由主義を語る｣『東洋経済新報』1678、10月26日[出席者：戸坂潤、清沢洌、加田哲二、室伏高信、赤松克麿、蝋山政道、長谷川如是閑、石井満、杉森孝次郎、今中次麿、石橋湛山。『自由主義とは何か』(東洋経済新報社、1936年5月)収録] 

大島豊｢ジョン・デューヰの自由主義｣『東洋経済新報』1678、10月26日[『自由主義とは何か』(東洋経済新報社、1936年5月26日)収録] 

河合栄治郎｢自由主義とマルクス主義の相剋―自由主義のマルクス的批判の再批判―｣『日本評論』10-11、11月1日[『全集』第12巻収録] 

津久井龍雄｢日本主義と自由主義－異色ある長谷川氏の所論－｣『国民運動』40、11月1日
今井登志喜｢自由主義を繞る｣[｢十一月の論壇(1)｣]『東京朝日新聞』11月3日 

いま様自由主義変化[壁評論]『読売新聞』11月5日 

津久井龍雄｢日本主義と自由主義｣『社会運動通信』1791､1792、11月7､8日
大森義太郎｢河合教授の弁明を反駁する｣『日本評論』10-12、12月1日 

馬場恒吾｢自由と統制｣[｢一月の論壇(1)｣]『東京朝日新聞』12月28日
 1936(昭和11)年 

赤松克麿｢自由主義は復活するか｣『国民運動』42、1月1日 
向坂逸朗｢文章は暴力である｣『日本評論』11-1、1月1日 

鳩山一郎｢自由主義者の手帖｣『中央公論』51-1、1月1日 

長谷川如是閑｢ジャーナリズム道徳 自由主義を打つ時でない｣[｢新春論壇(五)｣]『読売新聞』1月8日 

岡邦雄｢自由主義作家の問題｣『都新聞』１月31日～2月3日

河合栄治郎｢自由主義論争の結末｣『日本評論』11-2、2月1日[『全集』第12巻収録] 

今中次麿｢自由主義の頽廃｣『中央公論』51-2、2月1日 

近藤兵庫｢自由の尊重と自由主義｣『丁酉倫理会倫理講演集』400、2月1日

自由主義者よ鬼を追へ[壁評論]『読売新聞』2月4日 

戸坂潤｢自由主義・ファッシズム・社会主義｣『日本評論』11-3、3月1日 

蝋山政道｢ファシズム・コンミュニズムと議会制｣『日本評論』11-3、3月1日 

本荘可宗｢自由主義の歴史的限界｣『月刊維新』3-3、3月1日 

矢嶋定男｢自由主義転落の曲｣[巻頭言]『時潮』2-3、3月1日 

中島重「法と権威主義 中世期主義の復活と自由主義の意義」[｢非常時局の分析｣]『帝国大学新聞』615、3月9日 

水谷信雄｢広田内閣を繞る自由主義と国家主義の対立｣『日本講演通信』311、3月25日 

山川均｢社会主義と自由主義の相関と相克｣『日本評論』11-4、4月1日 

新明正道｢自由主義と社会主義との相協と相克｣『日本評論』11-4、4月1日 

杉森孝次郎｢自由主義と現代 その排撃さるゝ部分｣『読売新聞』4月14､15日 

三木清｢自由主義観念否定への疑義｣『読売新聞』4月21日[『全集』第19巻収録] 

青野季吉｢自由主義問答 内閣の本質・無産党｣[｢議会批判｣]『読売新聞[朝刊・夕刊]』5月16日 

『自由主義とは何か』東洋経済新報社、5月26日 [『東洋経済新報』(1935年10月26日掲載の｢座談会 自由主義を語る｣、大島豊｢ジョン・デューヰの自由主義｣を収録] 

帆足理一郎｢自由と統制｣『丁酉倫理会倫理講演集』404、6月1日 

長与善郎｢自由主義への一つの見方｣『文芸』4-6、6月1日

中島重｢自由主義の意義｣『中央公論』51-7、7月1日 

今中次麿｢政治的自由の擁護｣『中央公論』51-8、8月1日 

矢内原忠雄｢自由と青年｣『中央公論』51-9、9月1日[『全集』第18巻収録] 

加田哲二｢ヒュウマニズムとリベラリズム－その関係についての覚書－｣『思想』173、10月1日

特集｢現代自由主義論｣『理想』67、10月1日[桑木厳翼｢自由主義の本質｣、清沢洌｢現代自由主義論｣[｢時代と生活｣と改題、『時代・生活・思想』収録]、山川均｢自由主義の功罪｣、新明正道｢自由主義の将来｣、北昤吉｢自由主義か国民主義か｣、青野季吉｢わが国自由主義者批判｣] 

赤松克麿｢自由主義と民族の衰退｣『国民運動』50、11月1日

河合栄治郎｢私の理想主義と自由主義｣『理想』68、11月1日[『全集』第17巻収録] 

北昤吉｢自由主義か国民主義か｣『祖国』8-10、11月1日

巨巌生[大石巨巌]｢日本的自由主義｣『祖国』8-10、11月1日
 1937(昭和12)年 

雑誌『自由』創刊、1月1日[1938年3月1日廃刊] 

加田哲二｢現代と自由主義｣『政界往來』8-1、1月1日 

鳩山一郎｢自由主義政治の原則擁護｣『ダイヤモンド』25-1、1月1日 

堀経夫｢自由主義と統制主義｣『時代と思索』夕刊大阪新聞社｢文化と批判｣編、甲文堂書店、1月1日 

猪俣津南雄｢自由主義経済と統制経済の相剋｣『北国新聞』1月1､3日 

鳩山一郎｢自由を求むる心｣『都新聞』1月8､9日

村井藤十郎｢日本国体と自由主義｣『社会往來』8-4、4月1日

伊豆富人｢自由主義の敗退｣『政界往來』8-4、4月1日

河合栄治郎『時局と自由主義』4月28日、日本評論社[『全集』第12巻収録] 

大串兎代夫｢自由主義的国家論の批判｣『国学院雑誌』43-5、5月1日

松永材｢所謂自由主義の批判｣『国学院雑誌』43-5、5月1日

藤井章｢自由主義の没落｣『国学院雑誌』43-5、5月1日

澤田五郎｢自由主義の排撃は自由の確保｣『国学院雑誌』43-5、5月1日

波多野通敏｢自由主義に就て｣『国学院雑誌』43-5、5月1日

堀江秀雄｢自由思想と我が日本の将来｣『国学院雑誌』43-5、5月1日

今井時郎｢非常時局と自由主義｣『国学院雑誌』43-5、5月1日

小野祖教｢残像としての自由主義｣『国学院雑誌』43-5、5月1日

松本材｢所謂自由主義の批判｣『国学院雑誌』43-5、5月1日

岡部長景｢自由主義私言｣『政界往來』8-5、5月1日 

蝋山政道｢自由主義｣『現代社会思想講話』高陽書院、5月16日 

金子鷹之助｢新自由主義の樹立－ミルよりグリーンへ－｣『一橋新聞』255、10月10日 

｢自由主義の終焉｣『報知新聞』10月11日 

馬場恒吾｢自由主義の自殺｣[｢日曜評論｣]『読売新聞』11月28日

1938(昭和13)年 

津久井龍雄｢自由主義の正体｣[｢課題を衝く｣]『やまと新聞』2月25日
林隆行｢自由主義への警戒｣『昭徳会報』3-3、3月1日

金子鷹之助｢英国自由主義の堕落｣『文芸春秋』16-4、3月1日

大熊信行｢カーライルの自由主義批判－『サータ―』外二篇について｣『[高岡高商]研究論集』10-4、3月31日 

特輯｢自由主義検討｣『思想』191、4月1日[清水幾太郎｢自由主義の系譜｣、大熊信行｢経済学における自由主義的限定－経済法則の倫理性に関する覚書－｣、本田喜代治｢芸術と自由主義｣、金子鷹之介｢英国自由主義の興亡｣、成田重郎｢フランスの自由主義｣、渡辺幾治郎｢自由思想の発達と帝国憲法｣、加田哲二｢ヨーロッパ自由主義発展史(ラスキ)｣、清水幾太郎｢『自由主義と社会行動』(デューヰ)｣、ディベリウス(西村孝次抄訳)｢英国政党史における自由主義の生成｣] 

自由主義の没落 ｢文学界とセルパン｣[｢大波小波｣]『都新聞』4月21日

田中耕太郎｢自由主義問答｣『文芸春秋』16-7、5月1日[英訳：Liberalism as a Japanese problem『Japan To-day』3、6月1日、日本語・英語訳ともに『『Japan To-day』研究  戦時期『文藝春秋』の海外発信』＜日文研叢書48＞(人間文化研究機構国際日本文化研究センター、2011年)収録] 

馬場恒吾｢自由主義清算乎｣[｢日曜評論｣]『読売新聞』6月5日

大熊信行｢自由主義の夕映え 真の愛国者と言論の自由｣[｢論壇時言(1)｣]『都新聞』8月14日

室伏高信｢自由の再検討｣『都新聞』9月23～27日
1939(昭和14)年 

五十嵐豊作｢自由主義と全体主義｣『知性』2-1、1月1日 

オット・ケルロイター｢自由主義の没落｣『新愛知』1月12、14、15日 

中島重｢自由主義と発展する全体｣『知性』2-2、2月1日 

三宅驥一｢自由主義と日本精神｣[巻頭言]『科学知識』19-4、4月1日 

特輯・自由主義批判『科学知識』19-4、4月1日[清沢洌｢英米は自由主義国なりや｣、由良哲次｢自由主義の内在的批判｣、 杉山平助｢自由主義は共産主義の温床か？｣、平野次郎｢自由主義と科学精神｣、本田喜代治｢自由主義超克｣、 原奎一郎｢自由主義と文学｣、藤沢親雄｢自由主義と日本主義との相違｣ 
津久井龍雄｢自由主義と全体主義｣[｢課題を衝く｣]『やまと新聞』11月16日
1941(昭和16)年 

阿曽村秀一｢教育に於ける自由主義の崩壊｣『秋田魁新報』1月4～6日
原祐三｢自由主義の弁[｢推進隊｣]『都新聞[夕刊]』1月16日
1942(昭和17)年 

｢自由主義の人生観と自由主義の政策｣[社説]『経済情報』17-11、6月15日
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